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平
成
２３
年
5
月
１９

日
（
木
）  

Ｊ
Ｒ
摂
津
富
田
駅
北 

高
槻
市
営
バ
ス
乗
り
場
①
南

平
台
経
由
奈
佐
原
行
き 

下

車
バ
ス
停 

今
城
塚
古
墳
前 

天
候 

快
晴 

訪
問
先 

今
城
塚
古
代
歴
史

館
、
史
跡
今
城
塚
古
墳 

１
）
高
槻
市 

学
芸
員 

今

西
氏
よ
り
今
城
塚
古
代
歴
史

館
、
史
跡
今
城
塚
古
墳
の
概

要
の
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

２
）
高
槻
市
文
化
財
ス
タ
ッ

フ
の
会 

佐
伯
氏
に
は
、
今

城
塚
古
代
歴
史
館
の
展
示
品

の
詳
細
な
説
明
と
史
跡
今
城

塚
古
墳
の
埴
輪
祭
祀
場
ま
で

行
っ
て
説
明
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

 

今
城
塚
の
古
墳
公
園
と
古

代
歴
史
館
の
一
帯
が
「
い
ま

し
ろ
大
王
（
だ
い
お
う
）
の

杜
」
と
し
て
、
二
〇
一
一
年

四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。 

 

高
槻
市
は
、
北
部
丘
陵
地

帯
に
点
在
す
る
数
々
の
三
島

古
墳
群
が
有
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の

遺
跡
、
埋

葬
文
化
財

の
発
掘
調

査
、
保
存

等
を
行
う

「
高
槻
市
立
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー
」が
南
平
台
に
有

り
ま
す
が
展
示
公
開
を
す
る

場
所
が
な
く
、
今
回
出
来
た

「
今
城
塚 

古
代
歴
史
館
」で

展
示
公
開
さ
れ
る
意
義
は
大

き
い
。 

 

史
跡 

今
城
塚
古
墳
は
、三

島
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、淀
川
流
域
で
は
最
大
級
の

前
方
後
円
墳
で
す
。 

西
向
き
の
墳
丘
の
周
囲
に
は

二
重
の

濠
が
め

ぐ
り
、

総
長
約

３
５
０

ｍ
・
総

幅
約
３

４
０
ｍ

を
は
か

り
、
日

本
最
大

の
家
形

埴
輪
や

精
緻
な

武
人
埴

輪
が
発

見
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

今
城
塚
古
墳
は
、
五
三
一

年
に
没
し
た
第
２６
代
継
体

天
皇
の
真
の
陵
墓
と
考
え
ら

れ
、
古
墳
時
代
の
大
王
陵
と

し
て
は
唯
一
、
淀
川
流
域
に

築
か
れ
た
古
墳
で
す
。
今
後

の
整
備
・
公
開
に
向
け
て
平

成
９
年
か
ら
確
認
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
古
墳
の
規
模
を

は
じ
め
、
の
ち
の
城
砦
や
地

震
に

よ
る

変
形

の
様

子
な

ど
、

貴
重

な
成

果
が

得
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
平

成
１３
・
１４
年
度
の
調
査
で

北
側
内
堤
か
ら
み
つ
か
っ
た

埴
輪
祭
祀
区(

は
に
わ 

さ

い
し 
く)
は
、
大
王
陵
で
の

埴
輪
祭
祀
の
実
態
を
示
す
も

の
と
し
て
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。 

 

今
城
塚
古
墳
は
、
す
べ
て

人
の
力
で
、
濠
を
掘
り
、
土

を
積
み
上
げ
て
墳
丘
を
形
づ

く
り
、
遠
く
か
ら
運
ん
で
き

た
石
で
表
面
を
お
お
い
、
ハ

ニ
ワ
を
立
て
並
べ
た
「
造
り

山
」
で
、

後
円
部

墳
丘
の

中
心
部

に
は
埋

葬
施
設

が
設
け

ら
れ
て

い
ま
し

た
。 

 

つ
く
ら
れ
て
か
ら
一
五
〇

〇
年
近
く
を
経
た
現
在
、
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
、
周
濠
の
波

打
ち
際
は
浸
食
が
す
す
ん
で

い
ま
す
。
平
成
９
年
か
ら
の

発
掘
調
査
に
よ
り
、
文
禄
５

(

一
五
九
六)

年
の
伏
見
地
震

に
よ
る
地
滑
り
で
、
墳
丘
の

盛
土
の
多
く
が
内
濠
へ
滑
落

し
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
江
戸
時
代
以
来
、

内
濠
の
水
田
化
や
内
堤
の
土

採
り
な
ど
が
す
す
み
、
人
の

手
が
加
わ
っ
て
本
来
の
形
が

大
き
く
崩
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
な
ど
の
外
来
生
物
や

ヒ
ノ
キ
の
植
林
な
ど
に
よ
っ

て
、
在
来
種
は
駆
遂
さ
れ
、

こ
の
地
域
本
来
の
植
生
す
ら

ま
ぎ
ら
わ
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

今
城
塚
古
代
歴
史
館
、

館
内
で
は
三
島
の
古
墳
か
ら

出
土
し
た
異
物
の
展
示
と
と

も
に
、
今
城
塚
古
墳
の
調
査

結
果
を
基
に
、
ジ
オ
ラ
マ

や
映
像
を
用
い
て
古
墳
の

築
造
工
程
や
歴
史
背
景
を

解
説
し
て
い
ま
す
。
特
に

日
本
最
大
の
家
形
埴
輪
を

含
む
本
物
の
埴
輪
群
や
３

基
の
復
元
石
棺
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
展
示
石
棺
に
は
、

「
今
城
塚
古
墳
出
土
石
棺

の
復
元
体
験
事
業
」や「
千

人
で
引
く
大
王
の
石
棺
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の

方
が
参
加
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。「
い
ま
し
ろ
大
王
の

杜
」
は
、
今
城
塚 

古
代
歴

史
館
で
は
三
島
古
墳
群
の

発
掘
調
査
で
判
明
し
た
こ

と
が
わ
か
り
や
す
く
展
示

さ
れ
、
史
跡
今
城
塚
古
墳

の
中
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
説
明
版
が
あ
り
、
市
民

が
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る

「
一
大
古
代
の
文
化
ゾ
ー

ン
」
で
す
。 
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7月度行事予定 
" 森の中の福祉の学園「聖ヨハネ学園」 "：宮之川原 

月 日： 2011年7月21日（木曜日）  

集合場所： ＪＲ高槻駅北市バスのりば ①13:05 上の口行き 服部下車 

現地集合・高槻市営バス 府道６号 服部バス停 13:15 

訪 問 先： 聖ヨハネ学園 

そ の 他：１）一般の方の参加も歓迎です。 

２）名札を持参下さい。 

３）園の方に案内と説明をお願いしています。 

６月度行事予定 

" 弥生から江戸時代までの散策：天神町めぐり" 

月 日：2011年6月16日 (木曜日)  

集合場所：ＪＲ高槻駅改札出口 １３：００ 

集合順路：ＪＲ高槻駅→昼神車社塚古墳→廣智寺→天神山図書館→ 

三好義興墓→霊松寺→ＪＲ高槻駅 

そ の 他：１）一般の方の参加も歓迎です。 

２）「文化財スタッフの会」の方に説明をお願いしています。 

３）天神山図書館では館の方に説明をお願いしています。 

 

わ
が
ま
ち
紹
介 

“
い
ま
し
ろ
大
王
の
杜 

” 
 

郡
家
新
町 

 

四 季 彩 

長岡天神の霧島躑躅  
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